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　４月９日に村内両小学校にて入学式が行われま

した。今年の入学生は伊江小学校17名、西小学校

15名の計名の計32名で、お父さん、お母さんと一緒に名で、お父さん、お母さんと一緒に

入学式を迎えました。両校とても元気いっぱいの

新１年生でした。小学校のお兄さん、お姉さんと

これからの学校生活、楽しく元気に頑張ってほし
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平
成
25
年
３
月
定
例
議
会
の
開

会
に
当
た
り
、
議
員
各
位
並
び
に

村
民
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
々
の
ご
精
励
に
対
し
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

本
定
例
議
会
は
、
平
成
25
年
度

の
財
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま
す

予
算
（
案
）
を
は
じ
め
重
要
案
件

に
つ
い
て
提
案
を
致
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

村
政
運
営
に
当
た
り
所
信
の
一
端

を
申
し
述
べ
議
員
各
位
並
び
に
村

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
、
大
城
勝
正
は
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）
４
月
か
ら
２
期
無

投
票
の
栄
誉
に
浴
し
村
民
の
負
託

を
受
け
、
村
政
運
営
を
担
当
し
て

か
ら
、
８
年
の
歳
月
を
迎
え
ま
す
。

時
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
そ

の
間
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
皆

様
の
温
か
い
激
励
と
要
請
、
要
望

に
お
応
え
し
、
自
分
の
目
標
と
す

る
政
策
実
現
に
可
能
な
限
り
邁
進

し
「
健
康
で
平
和
な
豊
か
な
活
力

あ
る
村
づ
く
り
」
に
職
員
共
ど
も

誠
意
を
も
っ
て
対
処
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
行
政
は
何
時
の
時
代
で

も
村
民
の
豊
か
さ
を
追
求
し
、
歩

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、
完
工
を
見
ず
に
し
て

引
き
継
ぐ
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に

起
き
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
る
大
津
波
は
、
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
崩
壊
に
よ
っ

て
放
射
能
汚
染
が
広
範
囲
で
拡
が

り
、
震
災
発
生
か
ら
２
年
の
歳
月

を
迎
え
た
今
日
、
復
旧
・
復
興
に

国
を
始
め
地
方
自
治
体
が
万
全
を

期
し
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
除
染
作
業
等
に
は
長
い
年
月

と
費
用
を
伴
い
ま
す
が
、
被
災
者

の
皆
様
の
一
日
も
早
く
平
穏
な
生

活
が
享
受
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
相
次
ぐ
大
型
台

風
の
襲
来
に
よ
り
、
農
作
物
へ
の

被
害
、
家
屋
の
倒
壊
や
浸
水
等
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
国
内
外
で

も
地
震
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川

や
堤
防
の
決
壊
な
ど
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
平

成
24
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。県

内
に
お
い
て
は
、
日
本
復
帰
40

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
復
帰
記
念
事

業
と
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お

迎
え
し
て
の
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
」
を
は
じ
め
、
「
全
国
土
地

改
良
大
会
」
な
ど
の
多
く
の
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
に
お
い
て
も
、
新
船
フ
ェ

リ
ー
「
い
え
し
ま
」
が
旧
軍
飛
行

場
用
地
問
題
解
決
地
主
会
の
支
援

と
協
力
に
よ
り
、
国
、
県
の
助
成

で
就
航
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
安
全
性
と
機
能
性
あ
ふ
れ
る

西
小
学
校
校
舎
、
園
舎
が
完
成
し
、

教
育
の
充
実
、
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
思
料
い
た
し
ま
す
。

我
が
村
は
、
第
一
次
産
業
が
主

要
で
あ
り
、
農
業
振
興
の
基
盤
と

い
わ
れ
る
水
・
緑
・
土
の
三
要
素

の
増
進
を
図
り
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
水

産
業
の
基
盤
整
備
は
、
中
核
施
設

で
あ
る
漁
港
施
設
な
ど
は
ほ
ぼ
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
製
氷
施

設
な
ど
耐
用
年
数
の
経
過
と
と
も

に
早
期
に
整
備
が
必
要
な
も
の
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
幾
多
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
と
厳
し
い
難

題
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
25
年
度

も
村
民
の
豊
か
さ
を
追
求
し
共
に

歩
む
「
協
働
」
に
よ
る
「
自
主
・

自
立
」
の
村
づ
く
り
に
議
員
各
位

並
び
に
村
民
皆
様
の
更
な
る
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
豊
か
さ
と
希

望
あ
ふ
れ
る
強
い
経
済
へ
展
開
さ

せ
る
た
め
に
、
平
成
24
年
度
の
大

型
補
正
予
算
と
平
成
25
年
度
予
算

と
合
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
15
ヶ

月
予
算
」
に
よ
り
、
切
れ
目
の
な

い
経
済
対
策
を
実
行
し
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
豊
か
な
生
活
が
実
感

で
き
る
経
済
対
策
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創

出
を
図
る
た
め
に
、
平
成
24
年
度
補

正
予
算
に
お
い
て
追
加
さ
れ
た
公
共

事
業
等
の
地
方
負
担
額
の
８
割
程
度

を
限
度
額
と
し
て
交
付
さ
れ
る
「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
業
申
請
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
10
年
度
か

ら
交
付
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
交
付

金
の
改
定
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
へ
継
続
的
な
予
算
確

保
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
が
、
財
源

の
確
保
が
な
さ
れ
た
と
の
情
報
も
あ

り
ま
す
の
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
時

点
で
事
業
内
容
等
を
お
示
し
有
効
に

活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
策

定
さ
れ
ま
し
た
「
沖
縄
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て

「
沖
縄
ら
し
い
優
し
い
社
会
の
構

築
」
及
び
「
強
く
し
な
や
か
な
自

立
型
経
済
の
構
築
」
の
実
現
に
向

け
て
、
各
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
、
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

が
平
成
25
年
度
も
８
０
３
億
円
が

確
保
さ
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
前

年
度
同
額
の
３
億
１
千
万
円
が
配

分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
人
工
透
析
施
設
の
平
成
26
年

度
開
設
に
向
け
て
、
建
築
工
事
、

医
療
器
材
等
の
整
備
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県
分

の
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
で

実
施
さ
れ
る
事
業
を
最
大
限
に
活

用
し
、
本
村
の
懸
案
事
項
の
解
決

に
向
け
て
、
全
庁
体
制
で
積
極
的

な
事
業
獲
得
に
取
り
組
み
、
迅
速

か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

本
村
の
第
４
次
総
合
計
画
の
将

来
像
で
あ
る
「
互
い
に
支
え
合
い
、

誇
り
を
持
っ
て
、
豊
か
な
気
持
ち

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
」
の
構

築
を
目
指
し
て
、
各
施
策
の
展
望

と
し
て
掲
げ
る
次
の
施
策
を
基
本

と
し
て
、

（
１
）
「
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け

ら
れ
る
村
」

（
２
）「
考
え
る
力
、
行
動
す
る
力
、

生
き
る
力
を
育
む
村
」

（
３
）
「
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
心

も
体
も
健
康
に
暮
ら
せ
る
村
」

（
４
）
「
自
然
を
育
み
、
自
然
に
育

ま
れ
る
村
」

（
５
）
「
資
源
を
活
か
し
暮
ら
し
の

安
全
と
快
適
を
守
る
村
」

（
６
）
「
自
律
し
た
村
民
が
新
し
い

公
共
を
支
え
る
村
」

の
実
現
に
向
け
た
、
農
水
産
業
、

商
工
観
光
業
の
振
興
、
人
材
育
成

と
教
育
環
境
の
整
備
、
歴
史
文
化

の
継
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
福

祉
の
向
上
と
医
療
保
健
の
充
実
、

生
活
環
境
の
整
備
や
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
、
自
然
災
害
対
策
の
強

化
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な

ど
諸
施
策
の
展
開
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
本
村
の
地
理

的
不
利
性
を
克
服
す
る
た
め
の
課

題
解
決
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
新
た
な
意
識
改
革
の
も

と
に
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
事
務

事
業
の
見
直
し
等
を
行
い
な
が
ら
、

村
民
参
加
と
協
働
の
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
伊
江
村

行
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心
に
、
全

庁
的
な
職
員
参
加
の
も
と
、
実
施
項

目
を
達
成
す
る
た
め
、
主
体
的
、
具

体
的
に
取
組
み
着
実
な
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

本
村
の
財
政
は
依
然
と
し
て
、

脆
弱
な
財
政
基
盤
、
硬
直
し
た
財

政
構
造
な
ど
厳
し
い
財
政
事
情
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
自
主
的
、
主
体
的
な
施
策

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
・
県
の
高
率
補
助
制
度
の
有
効

活
用
を
図
り
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
健
全
な
財
政
運
営
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

村
民
や
行
政
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
の
変
化
や
財
政
構
造
改
革
、

地
域
主
権
改
革
が
推
進
さ
れ
る
今

日
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
方
自
治
体
の
自
主
性
・
自
立

性
が
求
め
ら
れ
、
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
効
率

的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
職

員
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
か
ら
も

信
頼
さ
れ
る
行
政
と
、
よ
り
水
準

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

向
け
て
、
日
々
の
職
務
に
精
励
し
、

公
僕
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
勇
往

堅
実
な
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

我
が
国
の
経
済
は
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
か
ら
緩
や
か
な
回
復

基
調
に
あ
る
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
の
問
題
や
、
急
速
な
高
齢
化
と

人
口
減
少
、
格
差
社
会
の
拡
大
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

９
月
の
台
風
16
号
、
17
号
の
大
型
台

風
の
襲
来
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
、

と
う
が
ん
、
花
キ
等
に
大
き
な
被

害
を
受
け
、
特
に
牛
舎
の
破
損
の

被
害
が
大
き
く
、
今
後
の
農
業
経

営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
農
作

物
の
持
続
的
生
産
力
を
図
る
た
め

に
、
農
家
の
資
金
確
保
を
図
る
べ

く
、
県
が
支
援
す
る
農
業
災
害
対

策
特
別
資
金
利
子
補
給
金
等
を
平

成
23
年
度
に
引
き
続
き
農
家
へ
の

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
牛
舎
の
被
害
の
助
成

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、
県
の
支

援
す
る
事
業
は
な
い
か
調
査
し
ま

し
た
が
、
該
当
す
る
事
業
が
な
く
、

畜
産
農
家
に
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
伊
江
支
店
、

そ
の
他
関
係
機
関
等
に
支
援
策
は

な
い
か
、
調
査
、
協
議
を
行
い
今

後
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
村
は
農
業
用
水
に
乏

し
く
、
平
成
16
年
度
か
ら
着
手
し

て
お
り
ま
す
国
営
か
ん
が
い
排
水

事
業(

地
下
ダ
ム)

も
平
成
27
年
度
で

事
業
完
了
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
関
連
事
業
で
あ
る
県

営
・
団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
農

地
保
全
整
備
事
業
で
は
西
崎
第
一

地
区
が
事
業
完
了
し
、
西
崎
第
二

地
区
、
フ
ナ
ズ
地
区
の
農
地
防
風

林
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
緑
豊
か
な
村
づ
く
り
と

景
観
づ
く
り
に
な
お
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
着
手

し
て
き
ま
し
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が

概
ね
完
成
し
、
今
年
の
４
月
か
ら

供
用
開
始
の
予
定
で
、
各
区
公
民

館
で
説
明
会
を
開
き
農
家
の
意
見

等
を
伺
い
、
各
団
体
、
生
産
組
合

１．

は
じ
め
に

２．

基
本
的
な
考
え
方 平成25年度施政方針 平成25年度施政方針 平成25年度施政方針 

３．

主
要
施
策

「健康で平和な豊かな活力ある村づくり」を目指して！「健康で平和な豊かな活力ある村づくり」を目指して！

3月12日、村議会三月定例会が開かれ大城勝正村長より

平成25年度施政方針の表明がありましたので掲載します。

平成25年度の一般会計予算は52億2400万円となっています。

3月12日、村議会三月定例会が開かれ大城勝正村長より

平成25年度施政方針の表明がありましたので掲載します。

平成25年度の一般会計予算は52億2400万円となっています。



（５） 伊江島広報 （４） 伊江島広報 

品
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

雇
用
に
お
い
て
は
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
に
よ
る
新
た
な
雇
用

の
確
保
、
特
産
品
加
工
支
援
施
設

の
完
成
に
伴
う
、
原
料
の
安
定
し

た
確
保
、
製
品
の
品
質
向
上
等
に

よ
る
新
た
な
雇
用
が
図
れ
る
も
の

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
の
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業

等
を
活
用
し
て
雇
用
の
拡
大
に
努

め
ま
す
。

（
４
）
教
育
文
化
と
社
会
教
育
の
振

興
に
つ
い
て

教
育
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、

平
成
24
年
７
月
に
策
定
を
さ
れ
た

沖
縄
県
教
育
振
興
計
画
は
、
平
成

24
年
度
を
初
年
次
と
す
る
平
成
33
年

度
ま
で
の
10
年
間
の
教
育
総
合
計

画
（
総
論
）
と
、
前
期
５
年
間

（
平
成
28
年
度
）
の
実
施
計
画
（
各

論
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
沖

縄
県
教
育
委
員
会
の
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
そ
の
方
策
を
明
確
に
し

た
教
育
行
政
運
営
の
基
本
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
、
県
と
連
動
す
る
か
た
ち
で

中
長
期
的
な
教
育
振
興
基
本
計
画

の
策
定
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、

島
立
ち
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
本
村
独
自
の
教
育
環
境

を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
教
育
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
学
力
向
上
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
学
校
教
育
の
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
・
行
政
の
連
携
を
通
し
て
「
幼

児
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
『
確

か
な
学
力
』
を
向
上
さ
せ
、
『
生
き

る
力
』
を
育
む
」
を
目
標
に
、
児

童
生
徒
の
自
立
的
な
学
習
習
慣
の

形
成
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指

し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
学
習
支

援
を
行
う
た
め
、
引
き
続
き
学
習

支
援
員
を
配
置
い
た
し
ま
す
。
特

に
中
学
校
に
お
い
て
専
門
教
科
を

担
当
す
る
非
常
勤
講
師
を
配
置
し

充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
授
業
改
善
に

係
る
研
修
会
及
び
講
師
等
の
招
聘

を
通
し
て
、
教
職
員
の
意
欲
喚
起
、

資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

村
出
身
高
校
生
の
就
学
支
援
費

と
し
て
文
部
科
学
省
が
平
成
24
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
離
島
高
校
生

修
学
支
援
事
業
の
居
住
費
や
通
学

費
等
の
助
成
拡
充
を
行
い
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
子
育
て
支
援
施
策
の
一

環
と
し
て
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
村
内

の
小
中
学
校
に
通
う
第
３
子
以
降

の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
学
校
給

食
費
を
免
除
し
ま
す
。
ま
た
、（
財
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
、
へ
き
地
に
お
け
る
食
に
関

す
る
支
援
事
業
の
廃
止
に
伴
う
経

費
を
村
が
負
担
し
子
育
て
支
援
、

少
子
化
対
策
な
ど
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
達
を
育
て
て
い
る
若
い
世

代
を
支
援
し
ま
す
。

学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
、
本
年
度
は
伊
江
幼
稚
園
園

舎
･
伊
江
小
学
校
校
舎
改
築
に
伴

う
、
耐
力
度
調
査
、
基
本
設
計
及

び
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、
築

17
年
余
り
経
過
し
、
機
械
器
具
に

お
い
て
は
耐
用
年
数
の
超
過
と
同

時
に
老
朽
化
と
旧
式
の
た
め
安
全

面
や
衛
生
面
で
の
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
補
助
事
業
等
に
よ

る
機
械
器
具
の
導
入
で
施
設
の
整

備
を
充
実
さ
せ
、
安
全
・
安
心
な

調
理
場
の
運
営
と
業
務
の
効
率
化

か
つ
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

文
化
の
振
興
で
は
、
昭
和
55
年

か
ら
始
ま
っ
た
各
区
輪
番
制
の
民

俗
芸
能
発
表
会
も
昨
年
度
か
ら
５

巡
目
が
ス
タ
ー
ト
、
今
年
度
は
村

民
俗
芸
能
保
存
会
が
結
成
40
周
年

を
迎
え
記
念
事
業
と
し
て
顕
彰
碑

の
建
立
を
行
い
、
節
目
の
年
を
契

機
に
組
踊
り
地
謡
育
成
に
取
組
み

島
独
特
の
素
晴
ら
し
い
芸
能
の
更

な
る
保
存
・
継
承
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
村
の
民
俗
芸
能
の
地
謡

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
野
村
流
古

典
音
楽
保
存
会
伊
江
支
部
の
結
成

50
周
年
事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
の
保

存
・
継
承
活
動
の
一
環
と
し
て

「
イ
ー
ジ
マ
グ
チ
五
十
音
表
」
を
児

童
生
徒
に
配
布
す
る
等
の
イ
ー
ジ

マ
グ
チ
の
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興
に
お
い
て
、

15
才
で
島
を
離
れ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
め
る

よ
う
な
体
験
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
た
め
の
各
区
と
の
連
携
、
こ

ど
も
会
・
青
年
会
・
婦
人
会
な
ど

の
各
種
団
体
の
育
成
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
時
代
に
即
応
し
た

社
会
教
育
の
推
進
を
図
り
、
中
央

公
民
館
を
社
会
教
育
・
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
諸
事
業
の
展
開
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
体
育
の
振
興
に
お
い
て，

村
民
だ
れ
で
も
が
健
康
の
保
持
増

進
や
体
力
の
向
上
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

気
軽
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ，

子
供
か
ら
中
高
年
齢
層
を
対
象
と

し
た
各
種
健
康
教
室
の
開
催
や

Ｂ
＆
Ｇ
会
員
を
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
発
展
的
に
移
行
し
サ
ー

ク
ル
活
動
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
健

康
増
進
事
業
に
取
り
組
み
、
施
設

の
利
用
率
の
向
上
を
図
る
と
共
に

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
評
価
「
特
Ａ
ラ
ン
ク
」

の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
策
定
い

た
し
ま
す
「
伊
江
村
総
合
運
動
公

園
全
体
計
画
」
を
踏
ま
え
て
、
総

合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
拠
点
施
設

整
備
の
事
業
化
に
向
け
て
、
関
係

機
関
と
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
５
）
住
民
福
祉
の
向
上
と
医
療
保

健
の
充
実
に
つ
い
て

健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
思
い
や

り
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
地
域
が
協
働
の
心

を
持
ち
共
通
認
識
の
も
と
、
一
体

と
な
っ
て
歩
む
こ
と
が
住
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
に
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
・
県
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ

に
回
復
が
見
ら
れ
な
い
経
済
情
勢

や
、
人
口
減
少
社
会
に
伴
う
少
子

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、

福
祉
・
医
療
・
年
金
等
の
公
的
な

費
用
負
担
の
増
大
と
と
も
に
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
社
会

保
障
制
度
の
将
来
に
わ
た
る
安
定

維
持
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
村
に
お
い
て
も
福
祉
の
充
実

は
重
要
で
あ
り
、
国
・
県
の
動
向

を
十
分
に
把
握
し
な
が
ら
福
祉
社

会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

離
島
医
療
の
充
実
は
、
島
民
の

定
住
を
図
る
上
で
最
も
重
要
な
条

件
で
、
本
村
は
昭
和
35
年
に
村
営

に
よ
る
診
療
所
開
設
以
来
、
堅
持

し
て
い
る
「
医
療
の
確
保
」
を
優

先
的
施
策
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ま

等
の
意
見
を
ま
と
め
、
堆
肥
の
買

い
取
り
価
格
、
販
売
価
格
等
を
運

営
委
員
会
に
諮
り
、
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
安
定
し
た
農

業
生
産
を
確
立
す
る
た
め
に
も
永

続
性
の
あ
る
防
風
林
等
の
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
平
成
24
年
度
で
生

産
育
苗
施
設
が
完
成
し
、
今
後
は
、

安
定
的
な
苗
木
供
給
が
図
ら
れ
、

農
業
生
産
の
向
上
に
繋
が
る
も
の

と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
離

島
漁
業
再
生
支
援
事
業
等
で
漁
場

の
環
境
保
全
、
水
産
資
源
の
増
大

に
繋
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊

江
漁
協
組
合
に
お
い
て
、
有
効
資

源
を
生
か
し
た
、
イ
カ
墨
ジ
ュ
ー

シ
ー
、
イ
カ
墨
餃
子
に
続
き
、
モ

ズ
ク
ゼ
リ
ー
の
新
商
品
も
開
発
さ

れ
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

村
と
し
て
も
安
定
し
た
漁
業
経
営

に
向
け
支
援
し
て
行
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
魚
類
養
殖
業
を
は
じ

め
、
モ
ズ
ク
養
殖
業
、
漁
船
漁
業

に
つ
い
て
も
、
燃
料
の
高
騰
や
魚

価
安
で
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
離
島
漁
業
再
生

支
援
事
業
等
を
最
大
限
に
活
用
し
、

効
率
的
な
漁
獲
生
産
高
の
向
上
が

図
れ
る
よ
う
漁
業
組
合
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
22

年
度
よ
り
開
始
し
た
優
良
繁
殖
雌

牛
更
新
事
業
に
よ
り
３
年
間
で
４

２
０
頭
の
更
新
実
績
が
あ
り
今
年

度
で
事
業
最
終
年
度
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
事
業
を
実
施
し
拠
点
産

地
の
取
り
組
み
に
基
づ
き
安
定
し

た
子
牛
生
産
、
出
荷
が
で
き
信
頼

性
の
あ
る
産
地
づ
く
り
を
図
っ
て

き
ま
し
た
が
、
農
家
、
和
牛
改
良

組
合
等
か
ら
更
新
事
業
を
さ
ら
に

継
続
す
る
よ
う
強
い
要
望
等
が
あ

り
、
引
き
続
き
平
成
25
年
度
も
事

業
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
去
っ
た
10
月
に
長
崎
県

で
開
催
さ
れ
た
第
10
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
に
、
本
村
か
ら
若
雌

第
二
区
の
部
門
で
長
嶺
勝
次
さ
ん

所
有
の
「
あ
ゆ
り
号
」
が
沖
縄
県

代
表
と
し
て
出
場
し
、
全
出
品
頭

数
33
頭
中
優
等
15
席
に
入
賞
し
ま
し

た
。
５
年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
こ

の
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
前
回
に

続
い
て
県
代
表
と
し
て
出
場
で
き

た
こ
と
は
、
畜
産
関
係
者
の
努
力

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同

全
共
大
会
で
、
子
牛
１，

０
０
０

頭
以
上
市
場
出
荷
し
た
繁
殖
農
家

に
与
え
ら
れ
る
賞
を
名
嘉
元
敏
勝

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
県
畜
産
共
進
会
に

お
い
て
、
山
城
和
彦
さ
ん
所
有

「
ふ
く
か
つ
た
だ
号
」
が
、
平
成
23

年
度
の
内
田
徹
さ
ん
に
引
き
続
き

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
２

年
振
り
に
団
体
優
勝
も
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
畜
産
関
係
の

諸
般
の
目
的
は
達
成
で
き
た
も
の

の
、
畜
産
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

依
然
と
し
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

今
後
は
、
生
産
者
、
和
牛
改
良
組

合
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

畜
産
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
商
工
観
光
産
業
の
振
興
に
つ

い
て商

工
業
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
し
、
ま
た
、
購
買
志
向
も

地
方
か
ら
都
市
地
区
へ
と
移
る
中

で
、
新
た
な
地
域
特
産
品
の
開
発

に
よ
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
拡
大
の
面
か
ら
も
極
め

て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
商
工
業
は
小
規
模
で
個

人
経
営
が
大
半
を
占
め
て
お
り
一

部
を
除
き
け
っ
し
て
経
営
基
盤
が

安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
商

工
会
で
は
、
商
品
券
の
発
行
や
イ

ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
全
国
展
開
支

援
事
業
に
よ
り
地
域
資
源
を
活
用

し
た
特
産
品
の
展
示
販
売
が
、
村

民
や
観
光
客
か
ら
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
25
年
度
も
引
き

続
き
、
商
工
会
活
動
を
支
援
し
、

併
せ
て
、
村
と
し
て
も
特
産
品
開

発
販
売
促
進
事
業
を
推
進
し
て
商

工
業
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
第
20
回
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
村
民
各
位
の
協
力
に
よ
り

成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
来
る
21
回
大
会
を

更
な
る
ス
タ
ー
ト
と
考
え
心
機
一

転
、
参
加
者
が
心
躍
る
大
会
を
目

指
し
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ゆ
り
祭
り
に
向
け
て
植

栽
面
積
の
拡
大
と
世
界
の
ゆ
り
の

品
種
を
85
品
種
に
増
や
し
、
来
場

者
の
期
待
に
添
え
る
よ
う
ゆ
り
の

管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
た

に
、
今
年
の
ゆ
り
祭
り
か
ら
は
、

募
金
箱
を
設
置
し
、
ゆ
り
祭
り
イ

ベ
ン
ト
の
資
金
の
一
部
と
し
て
の

活
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
花
に
よ
る
地
域
活
性

化
は
、
ゆ
り
祭
り
を
始
め
、
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
祭
り
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
レ

ア
展
の
開
催
、
伊
江
村
観
光
振
興

事
業
に
よ
り
四
季
折
々
の
花
々
を

植
え
付
け
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置

に
よ
る
美
化
推
進
事
業
や
観
光
案

内
板
及
び
多
言
語
観
光
案
内
版
の

整
備
に
よ
り
観
光
客
の
満
足
度
を

高
め
る
よ
う
取
組
で
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
25
年
度
は
、
更
な
る
整

備
に
向
け
て
調
査
検
討
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
「
伊
江
島
フ
ラ
ワ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
を
中
核

と
し
て
商
工
会
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
住
民

参
加
型
の
「
花
の
島
」
づ
く
り
を

推
進
し
、
地
域
環
境
の
美
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
協
会
が
始
め
た
民
家
体
験

泊
事
業
も
10
年
を
経
過
し
、
民
泊

事
業
の
受
入
れ
２
団
体
で
既
に
５

万
人
を
突
破
し
、
村
観
光
の
中
核

を
担
い
、
今
後
も
本
村
の
観
光
を

牽
引
し
て
行
く
主
要
部
門
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
沖
縄

県
産
業
振
興
基
金
事
業
を
活
用
し

て
地
域
観
光
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
観
光

産
業
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
３
）
製
造
加
工
業
の
振
興
と
雇
用

拡
大
に
つ
い
て

製
造
加
工
は
、
黒
糖
工
場
の
稼

働
に
よ
り
雇
用
の
拡
大
が
な
さ
れ
、

新
た
な
特
産
品
の
商
品
展
開
が
期

待
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
が
、

今
期
は
原
料
と
な
る
さ
と
う
き
び

の
不
作
に
よ
る
加
工
製
品
の
減
少

で
雇
用
拡
大
の
効
果
も
低
迷
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
、
次
期
作
の
さ

と
う
き
び
は
、
増
産
に
努
め
雇
用

の
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ム
酒
の
製
造
に
お
い

て
は
、
順
調
に
製
造
、
販
売
も
展

開
し
て
お
り
、
離
島
フ
ェ
ア
ー
に

お
い
て
平
成
23
年
度
の
ラ
ム
酒
の

県
知
事
賞
に
続
き
、
平
成
24
年
度

は
、
ラ
ム
カ
ク
テ
ル
で
優
良
特
産
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の
村
内
経
済
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
健

全
な
村
営
団
地
の
運
営
に
向
け
て

日
頃
か
ら
、
適
切
な
管
理
・
維
持

保
全
を
行
い
、
入
居
者
の
連
絡
や

情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
連
携
を

強
化
し
、
地
域
や
関
係
機
関
と
も

連
携
を
図
り
入
居
者
の
快
適
な
住

居
環
境
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

（
７
）
防
災
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
地
域

防
災
計
画
を
基
に
、
災
害
か
ら
村

民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を
保

護
す
る
た
め
、
村
民
の
防
災
意
識

の
向
上
を
図
り
、
災
害
発
生
時
に

お
い
て
も
迅
速
・
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
計
画
的
な
防
災
訓
練

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
災
害
時

に
は
、
「
自
助
・
共
助
」
が
最
も
大

き
な
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
区

に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

各
区
の
防
災
力
強
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
幅
広
く
村
民
へ
伝
達
で
き
る

よ
う
、
戸
別
受
信
機
や
屋
外
子
局

の
整
備
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
に
必
要
な
物
資
の
計

画
的
な
備
蓄
に
向
け
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
８
）
情
報
通
信
網
の
推
進
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
か
ら
離
島
地
区
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
整
備
促
進
事

業
に
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
が
整
備
さ

れ
、
本
村
も
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
全
国
の
動
向
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
の
整
備
が
進
行
し
、
平

成
24
年
９
月
末
の
時
点
で
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
契
約
数
６
０
４
万
件
に
対
し
、

光
フ
ァ
イ
バ
契
約
数
は
２，

３
２

０
万
件
を
超
え
、
約
４
倍
も
の
加

入
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

北
部
連
携
促
進
事
業
で
、
北
部
地
域

の
産
業
振
興
及
び
地
域
住
民
の
利
便

性
向
上
を
目
的
に
光
フ
ァ
イ
バ
に
よ

る
高
速
通
信
基
盤
整
備
「
北
部
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
積
極
的
に
推
進

し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は
、
本
部

町
か
ら
伊
江
村
間
を
敷
設
す
る
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
を
最
大

限
に
利
活
用
す
る
た
め
、
光
フ
ァ

イ
バ
敷
設
と
並
行
し
て
企
業
誘
致

を
見
据
え
た
光
と
無
線
の
一
体
的

な
活
用
に
よ
る
地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ

を
整
備
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
が
情
報
を
入
手
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ユ
ビ
キ
タ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
９
）
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に

つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
促
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
こ
れ
ま

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
実
証
実

験
、
風
力
発
電
施
設
の
誘
致
や
新

た
な
公
共
施
設
の
整
備
で
は
、
太

陽
光
発
電
の
設
置
や
省
エ
ネ
機
器

の
導
入
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
実
施
し
ま
し
た

「
伊
江
島
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
構

想
調
査
事
業
」
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
て
、
経
産
省
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
の
事
業
の
積
極
的
な
活
用

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
や
風
力
発
電
施
設
の
誘
致
な

ど
、
環
境
負
荷
の
低
減
、
自
然
環

境
に
優
し
い
環
境
共
生
の
島
づ
く

り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
各
区
公
民
館
、
農
水
産

業
施
設
の
経
費
節
減
の
た
め
の
太

陽
光
発
電
施
設
等
の
導
入
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
個
人
住
宅
へ

の
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
支
援
の

事
業
化
に
向
け
て
調
査
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
10
）
基
地
行
政
に
つ
い
て

民
主
党
政
権
時
代
に
迷
走
し
た

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
は
、

今
な
お
、
辺
野
古
移
設
に
固
持
す

る
政
府
と
県
外
移
設
及
び
早
期
返

還
を
求
め
て
い
る
沖
縄
県
知
事
、

県
民
世
論
と
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
普
天
間

飛
行
場
の
危
険
性
除
去
と
沖
縄
の

負
担
軽
減
が
早
期
に
解
決
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て

は
、
安
全
性
の
確
認
や
県
民
の
不

安
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
中
、
配

備
が
強
行
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て

遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
、
10
月
４
日
に
初
飛
来
し
て

か
ら
、
粉
塵
の
巻
上
げ
、
集
落
上

空
で
の
旋
回
飛
行
、
午
後
10
時
以

降
の
夜
間
訓
練
な
ど
を
確
認
し
て

お
り
、
そ
の
都
度
関
係
機
関
に
運

用
改
善
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
オ
ス
プ
レ
イ
の
配

備
撤
回
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

粉
塵
問
題
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

防
衛
局
が
、
平
成
24
年
度
に
粉
塵

対
策
施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
米
軍
と
の
調
整
で
設

計
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
沖
縄

防
衛
局
に
お
い
て
平
成
25
年
度
の

設
置
工
事
に
向
け
て
取
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、
騒
音

測
定
器
の
設
置
に
よ
り
、
正
確
な

騒
音
実
態
の
把
握
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
騒
音
状
況
に
悪
化

が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
早
急
に

住
宅
防
音
工
事
区
域
指
定
を
関
係

機
関
に
申
し
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
営
地
下
ダ
ム
工
事
に
伴
う
伊

江
島
分
遣
隊
施
設
の
移
設
に
つ
い

て
は
、
隣
接
す
る
真
謝
区
民
の
不

安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
伊
江
農

業
水
利
事
業
所
と
連
携
を
密
に
し

て
、
き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
る

と
と
も
に
、
生
活
環
境
に
最
大
限

の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
米
軍

及
び
関
係
機
関
と
協
議
調
整
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
基
地
の
安
全
な
運
用

の
徹
底
と
基
地
か
ら
派
生
す
る
事

件
・
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
米
軍

及
び
関
係
機
関
に
機
会
あ
る
ご
と

に
強
く
申
し
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
11
）
公
営
企
業
の
充
実
に
つ
い
て

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

自
己
水
源
と
な
る
湧
出
水
源
と
２

水
源
か
ら
の
浄
水
量
は
、
村
全
域

で
同
様
こ
れ
か
ら
も
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
・
技
士
、
医
療

従
事
者
等
の
安
定
確
保
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
医
学
生
・
研
修
医

の
受
入
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

医
師
の
労
働
環
境
の
過
重
軽
減
を

図
り
本
島
と
の
医
療
格
差
の
軽
減

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
人
工
透
析

施
設
開
設
に
向
け
、
施
設
の
建
設
、

医
療
機
材
の
整
備
と
透
析
医
療
経

験
者
の
人
材
確
保
と
現
診
療
所
の

医
師
・
看
護
師
の
透
析
医
療
技
術

習
得
の
た
め
の
研
修
派
遣
を
行
い

ま
す
。

障
が
い
者
の
皆
様
や
そ
の
家
族

が
、
村
外
に
出
か
け
る
と
き
の
車

両
航
送
料
金
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
伊
江
村
障
が
い
福
祉
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え

新
年
度
内
で
実
施
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

保
育
事
業
で
は
、
少
子
化
が
進

む
な
か
、
適
正
な
保
育
施
設
規
模

を
維
持
し
な
が
ら
、
子
供
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
最
適
な
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提
供
す

る
た
め
に
、
改
築
し
た
東
保
育
所

と
中
央
保
育
所
の
２
か
所
で
保
護

者
に
安
心

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

保
育
所
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
育
児
の
援

助
を
受
け
た
い
者
と
育
児
の
援
助

を
行
い
た
い
者
が
行
う
相
互
援
助

活
動
「
や
ん
ば
る
町
村
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
広
域
事
業
」

に
参
加
し
、
仕
事
と
育
児
を
両
立

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

村
民
福
祉
の
向
上
と
健
康
増
進

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
現

在
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」
の
無
料
化
、

こ
ど
も
医
療
費
助
成
（
０
才
〜
中

学
卒
業
ま
で
）
の
拡
充
実
施
、
幼

児
期
・
学
童
期
に
お
け
る
「
フ
ッ

化
物
洗
口
」
、
妊
婦
検
診
・
お
産
時

の
宿
泊
助
成
、
人
工
透
析
患
者
へ

の
船
賃
助
成
及
び
宿
泊
助
成
各
事

業
を
継
続
実
施
し
、
健
康
増
進
の

基
礎
と
な
る
住
民
健
診
の
受
診
率

の
向
上
に
努
め
、
健
康
教
育
、
健

康
相
談
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

次
に
、
村
民
の
健
康
を
守
る
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
高
齢

化
の
進
展
等
に
よ
る
疾
病
の
多
様

化
や
重
症
化
後
の
受
診
、
医
療
機

器
と
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
、

医
療
費
は
増
加
の
一
途
に
あ
り
保

険
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
大

変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
負
担
を
軽
減
し
安
定
し

た
財
政
を
確
保
す
る
に
は
、
村
民

が
健
康
管
理
に
気
を
配
り
健
康
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
医
療

機
関
や
事
業
団
体
と
連
携
し
疾
病

の
早
期
発
見
と
治
療
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
に

重
点
を
置
い
て
、
疾
病
予
防
の
重

視
と
医
療
費
の
適
正
化
に
取
組
み
、

特
定
健
診
結
果
を
基
に
内
蔵
脂
肪

症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
）
の
該
当
者
と
予
備
群
に

対
し
、
今
後
も
特
定
健
診
受
診
率

の
向
上
を
図
り
、
効
果
的
な
保
健

指
導
を
進
め
医
療
費
の
抑
制
を
図

り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全

化
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
費
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と

り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
き
生
き
と
生
活
が
出
来
る
よ

う
高
齢
者
の
個
々
の
状
態
に
応
じ

た
介
護
支
援
と
必
要
な
健
康
管
理

指
導
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

介
護
医
療
制
度
は
高
齢
者
の
増

加
を
踏
ま
え
介
護
予
防
事
業
を
積

極
的
に
進
め
要
介
護
状
態
の
軽
減

や
悪
化
防
止
に
、
沖
縄
県
介
護
保

険
広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
介
護
給
付
の
適
正
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

村
民
が
住
み
や
す
く
快
適
な
生

活
が
で
き
る
生
活
基
盤
の
整
備
は

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
離
島
の
特

色
で
あ
る
自
然
景
観
と
生
活
環
境

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
や

各
団
体
・
行
政
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
近
年
生
活
環
境
の
変

化
と
共
に
、
家
庭
ご
み
の
搬
出
量

が
増
量
傾
向
に
あ
る
事
や
、
村
民

の
ご
み
問
題
に
対
す
る
要
望
等
を

踏
ま
え
、
家
庭
ご
み
の
分
別
及
び

再
資
源
ご
み
の
搬
出
方
法
更
に
粗

大
ご
み
の
回
収
等
の
改
善
を
行
い
、

引
き
続
き
村
民
の
ゴ
ミ
問
題
に
対

す
る
意
識
高
揚
を
図
り
な
が
ら
ゴ

ミ
の
減
量
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
又
、
島
に
訪
れ
る
観
光
客
や

民
泊
の
子
供
た
ち
が
、
島
の
海
岸

や
自
然
景
観
を
満
喫
で
き
る
よ
う

不
法
投
棄
の
防
止
や
、
各
団
体
等

に
よ
る
環
境
美
化
作
業
等
に
よ
る

啓
発
活
動
、
更
に
合
併
浄
化
槽
の

普
及
推
進
等
の
環
境
浄
化
に
努
め
、

す
み
や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
、
平
成
16
年
度
供
用
開
始

の
Ｅ
＆
Ｃ
セ
ン
タ
ー
と
平
成
17
年

度
供
用
開
始
の
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
は
、
今
後
施
設
維
持
費
が
か

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事
か
ら
、

平
成
24
年
度
に
創
設
し
た
、
伊
江

村
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
基
金
を
活
用
し
て
施
設
の
健

全
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
最
も
身
近
な
生
活
基
盤

で
あ
る
道
路
整
備
は
社
会
資
本
整
備

事
業
の
村
道
整
備
を
引
き
続
き
進
め

な
が
ら
、
集
落
内
の
区
画
線
設
置
や

各
区
か
ら
の
道
路
補
修
や
側
溝
補
修

な
ど
の
要
望
事
項
は
現
場
状
況
を
十

分
精
査
し
な
が
ら
生
活
基
盤
の
整
備

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
集

落
内
の
道
路
に
つ
い
て
舗
装
劣
化

や
損
傷
状
況
及
び
側
溝
の
設
置
状

況
の
調
査
を
行
い
、
道
路
整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

集
落
内
の
道
路
を
昼
夜
安
心
し

て
歩
け
る
生
活
環
境
の
整
備
は
、

防
犯
対
策
と
し
て
も
重
要
な
こ
と

と
考
え
必
要
な
個
所
に
防
犯
灯
の

増
設
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
安

心
安
全
な
環
境
整
備
に
努
め
、
村

民
の
福
祉
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

次
に
、
村
内
の
居
住
環
境
は
、

近
年
民
間
の
共
同
住
宅
が
増
え
た

事
や
、
そ
の
他
村
外
の
工
事
関
係

者
の
減
少
等
、
以
前
の
厳
し
い
借

家
不
足
か
ら
は
、
少
し
改
善
し
て

い
る
傾
向
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

村
営
団
地
へ
の
入
居
希
望
者
が
ま

だ
多
い
事
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
伊
江
村
に
お

け
る
住
環
境
の
課
題
を
整
理
し
、

今
後
の
住
宅
施
策
の
基
本
的
方

針
・
目
標
を
設
定
す
る
目
的
で
、

平
成
25
年
度
伊
江
村
住
宅
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
総
合
的
な

住
環
境
の
施
策
展
開
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
平
成
24
年

度
に
調
査
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
も
、
平
成
25
年
度
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同
調
理
場
備
品
購
入
等
が
あ
り
、

本
村
の
一
般
会
計
は
、
52
億
２
千

４
百
万
円
で
対
前
年
度
予
算
比
▲

11.

46
％
と
６
億
７
千
６
百
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
６

会
計
の
合
計
は
、
72
億
１，

７
５

２
万
円
で
対
前
年
比
▲
８.

16
％
と

６
億
４，

１
１
３
万
１
千
円
の
減

と
な
り
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
と
復
興

に
国
力
が
注
が
れ
る
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
厳
し
い

財
政
状
況
な
ど
乗
り
越
え
て
い
く

べ
き
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

事
業
の
選
択
と
集
中
、
創
意
と
工

夫
の
視
点
に
立
っ
て
、
「
互
い
に
支

え
合
い
、
誇
り
を
持
っ
て
、
豊
か

な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

村
」
の
実
現
の
た
め
に
、
職
員
と

と
も
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。私

の
任
期
が
、
平
成
25
年
４
月

下
旬
で
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
停

滞
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
行
政

運
営
と
村
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す

る
た
め
、
通
年
予
算
を
編
成
し
て

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
深
い
ご
理
解

を
賜
わ
り
、
こ
れ
か
ら
の
村
政
運

営
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
並
び

に
議
員
各
位
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
３
月
12
日

伊
江
村
長
　
大
城
　
勝
正

へ
の
供
給
量
の
３
割
に
も
満
た
ず
、

そ
の
他
の
水
源
は
す
べ
て
県
企
業

局
か
ら
の
受
水
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
自
己
水
確
保
は
天
気
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
な
ど
、
特
に
、
雨

が
少
な
い
時
期
に
は
県
企
業
局
か

ら
の
受
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

現
状
に
あ
り
、
水
道
事
業
の
経
営

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
未
改
修
の
老
朽
管
か
ら

の
漏
水
等
は
会
計
を
圧
迫
す
る
要

因
で
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
25
年

度
も
、
漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め

に
調
査
を
実
施
し
、
同
時
に
村
民

並
び
に
利
用
者
皆
様
の
、
生
活
保

持
に
関
わ
る
老
朽
管
改
修
工
事
を

順
次
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
水

道
事
業
の
果
た
す
使
命
を
十
分
認

識
し
、
自
己
水
の
確
保
、
漏
水
防

止
に
努
め
、
生
活
水
の
「
安
心
・

安
全
」
を
第
一
に
考
え
健
全
運
営

に
努
め
ま
す
。

船
舶
運
航
事
業
会
計
は
、
新
船

「
い
え
し
ま
」
が
前
年
３
月
15
日
か

ら
定
期
運
航
を
は
じ
め
て
か
ら
、

よ
り
一
層
の
旅
客
・
車
両
等
の
輸

送
能
力
が
向
上
し
、
更
に
航
海
中

の
横
揺
れ
や
振
動
も
少
な
く
、
そ

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
客
席
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
り
、
利
用

者
に
好
評
で
あ
り
喜
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、「
ぐ
す
く
」
に
つ
い
て
は
、

就
航
21
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

「
い
え
し
ま
」
と
比
較
し
た
場
合
、

そ
の
設
備
、
能
力
面
に
お
い
て
は

著
し
い
差
異
が
あ
る
こ
と
か
ら
各

方
面
か
ら
代
船
建
造
の
要
望
を
承

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

必
然
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま

す
が
、
建
造
費
は
莫
大
な
資
金
を

必
要
と
す
る
た
め
自
前
で
は
財
政

的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
具
体
的

な
時
期
を
示
せ
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
沖
縄
県
は
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
を
活
用

し
た
「
離
島
航
路
運
航
安
定
化
支

援
事
業
」
を
県
内
の
赤
字
離
島
航

路
に
対
し
て
船
舶
更
新
を
支
援
す

る
事
業
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

本
村
も
当
該
事
業
の
平
成
27
年

度
の
代
船
建
造
を
目
途
に
「
船
舶

更
新
支
援
計
画
」
へ
組
み
込
ん
で

あ
り
ま
す
が
、
本
村
は
県
内
唯
一

の
黒
字
離
島
航
路
で
あ
り
現
状
で

は
、
当
該
事
業
の
補
助
対
象
に
合

致
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
後
年
度

に
赤
字
運
営
に
転
落
し
な
い
場
合

で
も
補
助
対
象
と
し
て
対
応
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
、
多
方
面
か
ら

の
要
請
や
関
係
団
体
と
の
連
携
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
県
や
関
係
機

関
に
強
く
訴
え
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

本
年
度
は
燃
油
の
高
騰
が
長
く

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
運
営
は

厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
一
層
の
安

全
航
行
に
努
め
、
よ
り
良
い
旅
客

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
徹
し
観
光
振

興
と
本
村
の
産
業
発
展
、
住
民
生

活
の
向
上
を
図
る
べ
く
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
12
）
国
営
・
県
営
事
業
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
国
営
・
県
営
事
業

に
お
い
て
生
活
基
盤
及
び
生
産
基

盤
の
整
備
が
実
施
さ
れ
、
地
域
振

興
の
促
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

伊
江
港
に
つ
い
て
も
外
郭
施
設
の

機
能
強
化
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
更
な
る
静
穏
度
の
向
上
を
図

り
、
安
全
で
安
定
的
な
フ
ェ
リ
ー

運
航
の
た
め
の
伊
江
港
の
整
備
促

進
及
び
本
部
港
駐
車
場
の
飽
和
状

態
の
緩
和
に
向
け
た
駐
車
場
の
整

備
を
沖
縄
県
に
粘
り
強
く
要
請
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
離
島
の
地
理
的
不
利
性

を
克
服
す
る
た
め
に
、
国
営
・
県

営
事
業
で
の
基
盤
整
備
を
国
・
県

の
関
係
部
局
に
要
請
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
国
・
県
の
事
業

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

（
13
）
予
算
概
要
に
つ
い
て

円
高
の
進
行
や
世
界
景
気
の
減

速
等
を
背
景
に
デ
フ
レ
不
況
が
長

期
化
し
、
景
気
の
底
割
れ
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
デ
フ

レ
不
況
の
脱
却
を
目
指
す
「
日
本

経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
」
い
わ
ゆ
る
“
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
”

の
効
果
に
よ
り
、
円
高
水
準
も
僅

か
で
は
あ
り
ま
す
が
改
善
の
兆
し

が
見
え
始
め
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
国
内
の
成
長
機
会
や

若
年
雇
用
の
縮
小
、
復
興
の
遅
延

等
、
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状

況
か
ら
閉
塞
感
を
払
拭
で
き
ず
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
見
舞

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
政
府
は
、
平
成

25
年
度
予
算
に
お
い
て
、
①
復

興
・
防
災
対
策
、
②
成
長
に
よ
る

富
の
創
出
、
③
暮
ら
し
の
安
心
・

地
域
活
性
化
の
３
分
野
を
重
点
と

し
て
、
日
本
経
済
再
生
に
全
力
で

取
り
組
む
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
県
に
お
い
て
は
、
沖
縄

振
興
自
主
戦
略
と
し
て
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
が
平
成
24
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
義
務
的
経
費
と
し
て
措
置
さ

れ
て
い
た
「
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
」
及
び
「
沖
縄
振
興
公
共

投
資
交
付
金
」
に
係
る
事
業
に
つ

い
て
、
政
策
的
経
費
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
政
策
的
経
費
が

拡
大
し
、
新
技
術
の
開
発
や
人
材

育
成
、
暮
ら
し
を
守
る
安
全
・
安

心
の
確
保
等
、
事
業
効
果
や
投
資

効
果
の
高
い
事
業
や
取
り
組
み
の

財
源
と
し
て
活
用
で
き
、
柔
軟
な

企
画
立
案
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
括
交
付
金
を
財
源
と
し

て
、
平
成
25
年
度
は
、
村
立
診
療

所
人
工
透
析
施
設
整
備
事
業
に
て
、

施
設
の
建
設
工
事
や
医
療
器
材
等

の
購
入
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
主
な
補
助
事
業
と
し
て
、

特
産
品
加
工
支
援
施
設
（
展
示
販

売
棟
建
設
工
事
）
、
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
（
排
水
路
工
）
、
村
づ
く

り
交
付
金
事
業
（
天
日
干
場
建
設

工
事
等
）
、
団
体
営
農
地
保
全
整
備

事
業
（
フ
ナ
ズ
地
区
）
、
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
事
業
や
学
校
給
食
共

会計別予算額調書（案） 単位：（千円） 

5,900,000 

184,000 

1,018,000 

58,000 

539,626 

159,025 

7,858,651

5,224,000 

201,000 

1,023,000 

64,000 

561,163 

144,357 

7,217,520

 

30,000 

159,396 

17,977 

555 

1,200 

209,128

▲ 676,000 

17,000 

5,000 

6,000 

21,537 

▲ 14,668 

▲ 641,131

▲ 11.46 

9.24 

0.49 

10.34 

3.99 

▲ 9.22 

▲ 8.16

一般会計 

診療所会計 

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

船舶運航事業会計 

水道事業会計 

合　　計 

会　計　別 増　減 
伸び率 
（％） 

本年度予算額 前年度 
予算額 一般会計繰出 予算額 

４．

お
わ
り
に

小麦生産者の 
皆様へ 
お知らせ 
『小麦生産の農業者個別所得補償制度』に 

伴う農産物検査を実施いたします。 

検査日の日程は検査機関と調整のうえ 

防災無線にてお知らせいたします。 

伊江村役場商工観光課 に設置いたしました。 49-2906

合わせて沖縄県消費者ホットライン（　 0570-064-370）をご活用下さい。 

※5月上旬実施予定 
　場所：JA集荷場 

お問い合わせ：農林水産課　４９－３１６１ 

消費者生活相談窓口 を 

畑作物（小麦）の所得補償交付金 

6,360円/60kg（平均交付単価） 

を受ける為には下記の条件が必要になって 
おりますのでご理解の程お願い致します。 

① 

② 

③ 

販売契約書 

農産物検査 

検
　
査 

 

袋
詰
め 

 

調
　
整 

 

乾
　
燥 

 

収
　
穫 

検査合格 

※検査する小麦を“専用袋”に入れて 
　お持ち下さい（JA資材にて購入） 
・別途検査料があります。 

６月末までに交付申請、 
営農計画書を提出 

ダム止水壁・用水路工・水管理施設等 

伊江東部地区（受益面積 123ha） 

東江上地区 

川平第１地区・第２地区 

東江上地区・川平地区 

国営かんがい排水事業 

県営かんがい排水事業 

県営かんがい排水事業 

県営農地保全整備事業 

県営治山事業 

県営 

国営 継続 

新規 

継続 

継続 

継続 
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保健師だより 

2

●  ヒブ・肺炎球菌ワクチンって？  ● 

保健師だより 

1

① 

② 

２力月～５歳のお子さんを持つ保護者の方ヘ 

平成25年4月1日から定期接種となります。 
法律で定められた接種となり、全員が接種するよう接種勧奨していきます。 

実施：毎週火曜日　午後4時～4時半受付 
人数：10 名 

4月1日から、 

福祉保健課での受付になります。 

平日　朝 8：30～12：00 
　　　昼13：00～17：15 
　　  （土日・祝日を除く） 

電話：49 - 2234

来所でも受付けますので、 
いずれかでご予約ください。 

※対象人数が多いため、４月は 

ヘ、先に案内しています。 

それ以外のお子さんには５月以降に 

案内を行いますので、通知が来てか 

らの予約をお願いします。 

・2ヵ月～1歳未満の子、 

・今まで1回でも接種を受けた子 

・25年度に5歳になる子 

予約の窓口が変わります!

お問い合わせ：福祉保健課　49-2234、49-5000

　ヒブによる髄膜炎では年間約400人が発症し、約11%が予後不良と推定されており、１歳未満の

乳児が過半数を占めています。肺炎球菌による髄膜炎では年間150人前後が発症、うち約21%が予後

不良とされています。肺炎球菌による髄膜炎は、より重症になりやすいと言われています。 

　年齢とともにかかりにくくなりますが、５歳までは危険年齢と言われているため注意が必要です。 

ヒブ・肺炎球菌ワクチンを接種して、子どもを髄膜炎から守りましょう!

＊髄膜炎という病気を予防します。髄膜炎の原因菌の8～9割は、この2つの菌です。 

接種回数は開始年齢によって変わります。 
詳しくは保健師までお問い合わせください。 

平成25年4月1日から 

対象者 

申請について 

●  未熟児養育医療とは ● 

記事に関するお問い合わせ：福祉保健課　49-2234、49-5000

保健師が入院中の面談や退院後の訪問など、それぞれの希望や
状態に合わせて応援していきます。 

これまで県が窓口でしたが、4月より窓口が市町村へ変わり

ます。医療給付の申請、給付決定の窓口は伊江村となります。

また、未熟児訪問も市町村保健師がおこないます。 

小さく生まれて入院治療が必要な赤ちゃん（未熟児）へ、自己負担額の一部を助成する制度です。

助成額は世帯の所得額によって変わります。赤ちゃんが必要な治療を受け、健やかに成長できるよう、

医療費をサポートする制度です。 

出生体重2000g 以下、または医師の判断によって 
一定の条件にあてはまり、入院治療が必要な赤ちゃん 

給付内容 

申請窓口 

自己負担分の一部を助成します。 

保険者負担 

高
額
療
養
費 

自
己
負
担 

助成額は、世帯の所得に応じて変わります。 

医療保健センター３階福祉保健課 
平日8：30～17：15（土日・祝日を除く） 

詳しくは 
福祉保健課まで 
お問い合わせ 
ください。 

・養育医療給付申請書 

・医師の意見書 

・世帯調書及び税額証明書 

・収入に関する証明書　等 

* 入院中の申請が原則です!!

8割 2割 

必要な 

書　類 

養育医療 

ヒブ・肺炎球菌予防ワクチン接種のお知らせ 未熟児養育医療給付の窓口が市町村になりました!
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狂犬病予防注射 狂犬病予防注射 

ハブ咬症注意！！ 

　最近、路上や公園内へのペットのフンに関する苦情

や、それにともなう悪臭に関する苦情が多く寄せられ

ています。 

　放置フンは景観を損ねるのに加え、近隣の住民・通

行する人にとっても大変迷惑となります。 

　犬の散歩時は、エチケット袋を持参し、環境衛生に

ご協力下さい。 

　伊江村では昨年2件のハブ咬症が報告されています。気温が暖かくなる

とハブの行動が活発になり、咬症被害が多く発生するため注意が必要です。 

①夜行性で薄暗くなって

から活動を始める。 

②出血毒を有し人体に入

ると毛細血管を壊すた

め、激しい痛みと腫れ

をもたらす。 

③攻撃範囲は体長の３分

の２程度。 

①激しい動きをしない。(走ったりしない！) 

②応急処置として傷口から吸引機等で毒を繰

返し吸い出しましょう。 

※口から毒を吸い出しても人体に問題ありま

せんが、他人の口からの吸引は感染症等の

恐れがあるので避けるように。 

③早急に医療機関で治療を受けましょう。 

④病院まで時間がかかる場合は、血の流れを

減らす程度にゆるく縛ります。 

伊江村役場 建設課 環境衛生係　電話 49－3162詳しいお問い合せは 

公民館 

日時：平成25年5月15日（水） 

実施獣医 時間 

金城動物病院 

10：00～10：45 

11：00～11：45 

13：15～14：00 

14：15～15：00

真　謝 

西　崎 

西江前 

川　平 

公民館 

日時：平成25年5月16日（木） 

実施獣医 時間 

動物病院 
そらの救急 

金城 文安 崎浜 美香子 
10：00～10：45 

11：00～11：45 

13：15～14：00 

14：15～15：00

阿　良 

東江前 

東江上 

西江上 

※自分の区の実施日及び実施時間帯で都合の悪い方は、他の区の公民館でも 

　予防注射を受けられます。 

※予防注射は、飼主の義務です。漏れのないようよろしくお願いします。 

ペットのエチケット ペットのエチケット 

ハブの特徴 ハブに咬まれたら 

約８億１,４０７万円 

平成23年度補助経費金額 

約６円（離島平均） 

石油製品１リットルあたりの補助額 

【質問等問い合わせ先】 
沖縄県企画部　地域・離島課　離島振興班 

TEL：098-866-2370
FAX：098-866-2068

※全身麻酔下での治療ですので、麻酔治療で体に異常をき

たさないかどうか事前に予備検診を行い、対象者を決

定いたします。施設に入所している方も受けられます。 

※予備検診(５月上旬)⇒本検診(５月中下旬)の２回の検診

があります。検診にかかる費用は自己負担になります。 

障害児者の歯科治療について 障害児者の歯科治療について 

■ 期　間：平成25年６月５日（水） 
　　　　　　　　　　　～７月３日（水） 
■ 場　所：県立北部病院 
■ 対象者：一般歯科治療が困難な障害児・者 
　　　　　（障害の程度は問いません） 

全身麻酔下歯科治療実施期間等 

沖縄県福祉保健部 障害保健福祉課 
(098)866-2190 
沖縄県歯科医師会立口腔衛生センター 
(098)879-8350

◎お問い合わせ 

※治療内容、費用負担等のお問い合わせは、 
　沖縄県歯科医師会立口腔衛生センターまでご連絡ください。 

石油製品輸送等補助事業  

清水 

悪臭 
ばい菌 

害虫 

汚水 

正しい維持管理（保守点検・清掃・法定検査）していますか？ 

くみ取りだけで済ませていませんか？ 

浄化槽は、定期的に専門的なメンテナンスが必要です。 

管理を怠ると浄化機能が低下し、悪臭・害虫・ばい菌の発生源に！ 

きちんと 
維持管理を 
行えば 

維持管理を 
怠ると・・・ 

生活排水はキチンと浄化

され、川や海にやさしい

だけではなく、衛生的な

環境で快適に暮らせます！ 

浄化機能が上手く働かず、

汚水が川や海を汚すだけ

でなく、悪臭や害虫・ば

い菌の発生源となり、近

隣トラブルにも！ 

保守点検業者・浄化槽清掃業者 

新島電気水道工事社 伊江衛生維持管理社 

49-3436 49-2204
【お問い合わせ】 
役場建設課　環境衛生係　0980-49-3162 
北部保健所　生活環境班　0980-52-2636

その他浄化槽について不明な点がございましたら、 
役場建設課　環境衛生係もしくは 
北部保健所　生活環境班にお問い合わせ下さい。 

　沖縄県は、県内で消費される揮発

油について「沖縄の復帰に伴う特別

措置に関する法律」により、揮発油（ガ

ソリン）に係る税金（国税：揮発油

税及び地方揮発油税）が１リットル

当たり７円軽減されています。 

　また、本措置を前提に、沖縄県に

おいて石油価格調整税（県税）を揮

発油１リットル当たり1.5円課税し、その税収を実質的な財源として、

「石油製品輸送等補助事業」を行っております。 

　この「石油製品輸送等補助事業」では、離島地域における石油製

品価格の安定と円滑な供給を図ることを目的として、沖縄本島から

県内離島へ輸送される石油製品（揮発油・灯油・軽油・Ａ重油）の

輸送経費のほぼ全額を補助しております。 

　障害があるため日常の歯の健康管理がむずかしく、また意

思表示が十分でないため一般の歯科

医院での治療が困難な障害児（者）

の歯科治療を下記により実施します。 

　ご希望の方は４月25日(木)
までに市町村窓口や下記、問い合せ

先までお申込みください。 

大丈夫？ 

あなたの浄
化槽 
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平成25年度 伊江村役場職員人事異動 （発令：平成25年４月１日付)
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新人さん紹介 新人さん紹介 

がんばり 
ます！ 
がんばり 
ます！ 

大城　茂 
 

　本村の畜産振興と農業発
展の為頑張ります。 

昭和34年生（53歳） 
東江上区出身 

渡久地　真吾 

建設課への配属となりました。
大学を卒業したてでわからな
い事ばかりですが、立派な職
員を目指して頑張りますので、
厳しく、時には優しくご指導
よろしくお願いします。 

平成2年生（22歳） 
阿良区出身 
趣味・特技　体を動か 
すこと・サイクリング 

大城　祐太朗 

　政策調整室に配属になり
ました。職務も地域のこと
も日々努力し、精一杯頑張
りますのでどうぞよろしく
お願いします。 

昭和60年生（27歳） 
東江上区出身 
趣味・特技 
野球・釣り 

儀間　美寿乃 

　伊江小学校図書事務への配属と
なりました。昨年伊江島へ帰って
きて、西小学校の図書担当として
勤務していました。今年度からは、
気持ちを新たに、新人職員らしく
頑張る所存ですのでよろしくお願
いします。 

昭和62年生（25歳） 
東江上区出身 
趣味・特技 
読書 

諸見　洋一 

　３年振りに伊江村に帰っ
てきました。家族も増えま
した。またよろしくお願い
します。 

昭和50年生（37歳） 
那覇市出身 
趣味・特技 
ゴルフ 

大城　賢人 

　総務課への配属となりま
した。昨年伊江村に帰って
きて今年もさらに村民の皆
様へ貢献できる様頑張って
いきます。皆様どうぞよろ
しくお願いします。 

昭和57年生（30歳） 
西崎区出身 
趣味・特技 
サッカー・フットサル 

玉城　慎悟 

　伊江島に帰ってきて1年、
これまで得てきたものを十
二分に発揮し、村民の皆様
の為に頑張っていきますの
で、よろしくお願いします。 

昭和58年生（29歳） 
西江前区出身 
趣味・特技 
料理・相撲 

島袋　千香 

　4月より公営企業課への配
属となりました。不慣れな
点も色々あるとは思います
が、伊江村の為に頑張りま
すので、よろしくお願いし
ます。 

昭和55年生（33歳） 
嘉手納町出身 
趣味・特技　 
ソフトボール・サーフィン 

小橋川　輔 

中央保育所への配属となりました。

伊江村の明日を担う子ども達の成

長に携わることが出来嬉しく思い

ます。常に笑顔で子ども達と共に

成長していきたいと思います。皆

様どうぞよろしくお願いします。 

昭和57年生（30歳） 
西崎区出身 
趣味・特技　サッカー・ 
ストリートダンス 

宮城　義人 

　私の職種は臨床工学技士です。
診療所のスタッフ、役場職員
の方々と協力して村民の皆様
に喜ばれる透析施設を作り上
げて行きたいと思いますので
よろしくお願いします。 

昭和40年生（47歳） 
西江上区出身 
趣味・特技 
映画・ＤＶＤ鑑賞 

松川　幸美 

　総務課へ配属となりまし
た。これまでの経験を生か
しながら、村民皆様の為に
奉仕できる職員になれるよ
う様々な知識を身に付けて
精一杯頑張ります。 

昭和57年生（31歳） 
西江前区出身 
趣味・特技 
子育て 

並里　輝 
 

　農林水産課への配属にな
りました。わからないこと
ばかりですが、村民の皆様
との係わり大切にし、一生
懸命頑張っていきますので、
よろしくお願いします。 

昭和61年生（27歳） 
西江上区出身 
趣味・特技 
野球 

山城　夏樹 

　伊江中の図書館に配属になり、
教育に携わることができると、大
変嬉しく感じています。伊江島の
未来を担う子供達が、有意義な毎
日を過ごせるようにサポートして
いきたいと思いますので、ご指導
よろしくお願いします。 

昭和55年生（32歳） 
西江前区出身 

照屋　望 

　ぴよぴよの新米保育士ですが、
島の元気な子ども達のパワー
に負けないように、そして子
ども達が毎日安全に楽しく過
ごせるようにがんばります！！
どうぞよろしくお願いします！ 

昭和56年生（32歳） 
南大東村出身 
趣味・特技 
食べること 

教
育
委
員
会 

西
幼
稚
園
教
諭 

堆肥センター主任技師 総務課 

建設課 住民課 農林水産課 

政策調整室 

伊江小図書事務 中央保育所 東保育所 

公営企業課 伊江中図書事務 

総務課 

医師 診療所主任技師 

もろ　み　　　よういち 

おおしろ　 しげる おおしろ　　けん　と まつがわ　　ゆき　み 

　と　ぐ　ち　　　しん ご たましろ      しん ご なみざと     あきら 

おおしろ      ゆう た  ろう しまぶくろ    ち   か やましろ      なつ  き 

  ぎ   ま　　　み　ず　の  こ  ばしかわ     たすく てる や      のぞみ 

みや　ぎ　　　よし　と 

　毎年恒例の第31回伊江中卒各期対抗野球大会が３月17日、

伊江村青少年旅行村野球場を主会場に村内4会場で開催され

ました。 

　今大会は３月に伊江中を卒業した65期生をはじめ、最年

長の34期生まで24チームが出場、この日のために本島在住

の卒業生も帰島し、旧友とのプレーを楽しみました。 

　決勝選は65期生が４対３で39期生を下し、初出場初優勝

に輝きました。両チームは決勝にたどり着くまで３～４試

合をこなし、体力的に限界がきていましたが、気力を振り

絞り決勝に臨みました。２回表に39期生が先制点を挙げま

したが、３回裏に65期生が連続安打で3点を奪い逆転、５

回裏にも１点を追加し有利に試合を進めました。最終回に

39期生が反撃し１点差まで追いつきましたがもう一本が出

ませんでした。39期生の玉城正朝投手は決勝含む５試合を

一人で投げきり、若い力にはまだまだ負けないと言わんば

かりの力投を見せました。個人賞は次の通りです。 

第54回 職域野球大会 

第31回 

大城 　奏（65期） 

玉城 正朝（39期） 

島袋 英樹（39期） 

田本 麗人（65期） 

伊江中卒各期対抗野球大会 

最優秀選手賞 

優秀選手賞  

打 撃 賞 ①  

打 撃 賞 ②  

島袋 俊輔（島牛会） 

大城 拓弥 

知念 慶介 

山城 孝和 

最優秀選手賞 

優秀選手賞  

打 撃 賞 1 位  

打 撃 賞 2 位  

　第54回職域野球大会が４月７日、村青少年旅行村野球場

と伊江小学校グラウンド、２会場で開催されました。11チ

ームが出場し、島牛会がJA伊江支店を４対２で制し、悲願

の初優勝を飾りました。決勝戦で島牛会は初回、相手の捕

逸で先制点を挙げました。３回にはJAが無死満塁から四球

で1点を挙げましたが、島牛会も踏ん張り最少失点で切り抜

けました。島牛会はその裏と、４、５回に１点ずつ追加し、

有利に試合を進めました。JAは最終回に１点を返し反撃す

るも島牛会が粘り勝ちました。個人賞は次の通りです。 

　フラワーアイランド推進

事業の一環として、村内に

季節ごとに咲き誇る花々を

モチーフにした花切手を発行

しました。種類は村花の

ハイビスカスや、ユリなど

10種で、20日から始まった

「第18回伊江島ゆり祭り」

のピーアールも兼ねて20日

から伊江島物産センターにて、10種類一組1,200円で販売しています。デザイン

は村出身でうるま市在住の画家、知念秀幸氏が描きました。宮里徳成商工

観光課長は「伊江村はゆり祭りやハイビスカス祭りなどがあり、1年中花が

咲いている。この切手を見れば季節の伊江島の花々が一目でわかる、花の

島としてこれまで以上にアピールしていきたい。」と意気込みを語りました。 

伊江島花切手を販売 伊江島花切手を販売 伊江島花切手を販売 



満１歳
 

蔵下 紗愛來（さえら）ちゃん 
性別：女 
生年月日：平成24年4月1日生 
父：蔵下　晴樹 
母：蔵下　樹理 
行政区：川平 
姉ねぇ達に負けない逞しい紗愛來。 
やさしいお姉ちゃんになってね

比嘉 琥珀（こはく）くん 
性別：男 
生年月日：平成24年4月19日生 
父：比嘉　脩晶 
母：比嘉　彩 
行政区：西江前 
笑顔が最高な琥珀 
お兄ちゃんと仲良く元気に育ってや！！ 

照屋 桜翔（おと）くん 
性別：男 
生年月日：平成24年4月13日生 
父：照屋　俊昭 
母：照屋　優香 
行政区：西江前 
いつも笑顔をありがとう！ 
優しく強く育ってください。 

車両航送のご協力について 
１．車両航送は要予約になります。 
２．航送券は、出航の1時間前から30分前までには
購入してください。 

３．航送券購入後は、出航20分前までに、待機所
で車両を待機させておいてください。尚、出
航20分前までに待機所にいない車両については、
スペース待ちの車両を繰り上げて航送しますの
で注意してください。 

４．お帰りの際は、30分前までに、切符売場にて
係員の検認を受けてください。 

５．予約後のキャンセルについては、連絡するよう
お願いしていますが、スペース待ちのお客様に
ついても連絡くださいますようお願いします。 
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　３月31日付けで、定年・勧奨・普通退職にて

知念貞博（住民課長）具志川豊秀（公営企業課長）

下門秀幸（ECセンター所長）名嘉敬子（幼稚園教諭）

知念光江（図書館司書）知念富太郎（福祉保健課補

佐・社協出向）内間枝美子（看護師）横山公一（総

務課主事）８名の皆さんが退職しました。これまで

各々の立場で地域住民へのサービス向上にご尽力く

ださいました。 

平成25年 ゆり祭り、ゴールデンウイーク期間中フェリー運航表 平成25年 ゆり祭り、ゴールデンウイーク期間中フェリー運航表 
4月20日（土）、21日（日）、22日(月）、23日（火）、24日（水） 
25日（木）、26日（金）、30日（火）、５月1日（水）、2日（木） 

4月27日（土）、28日（日）、29日（月） 
5月3日（金）、4（土）、5日（日）、６日（月） 

本部発 便 
1 
2 
3 
4

伊江発 

9：00 
11：00 
15：00 
17：00

8：00 
10：00 
13：00 
16：00

本部発 便 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

伊江発 

9：00 
10：00 
11：00 
13：00 
15：00 
16：00 
17：00 
17：30

8：00 
9：00 
10：00 
11：00 
13：00 
14：00 
15：00 
16：00

長い間ご苦労さまでした 長い間ご苦労さまでした 長い間ご苦労さまでした 

お問合わせ先　伊江港 0980－49－2255（事前予約）　本部港 0980－47－3940（本部発当日予約）  

※4月20日（土）から4月26日（金）と4月
30日（火）から5月2日（木）は、平常運航
で臨時便は予定していません。 


